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土木建築工学
科の月舘敏栄教
授の研究室の４
年生を中心に今
年６月から岩手
県の指定文化財
「吉田家住宅」
の復元模型の製
作に取り組んで
きました。
吉田家は、陸
前高田市の気仙町に1802年に建てられた茅葺き屋根の曲屋
で、地域住民に「大庄屋」という名で親しまれてきた建物で
したが、先の東日本大震災の大津波によって全壊し流出して
しまいました。この模型製作は、地元の震災復興計画の一環
で行われたものです。
復元模型は、建物だけでなく樹木や畑など外構も含めたも
ので、建物の土壁の質感や木材の色褪せが自然に見えるよう
な紙を探したり、特徴のある茅葺き屋根に小箒を使って独特
の厚みを出したり、試行錯誤の連続でした。外構も背後の山
や道路まで再現しました。樹木は敷地内だけで30本以上あ
り、大きさや形もバラバラだったため、写真と見比べながら
１本１本丁寧に作りました。山の斜面は等高線で地層を表現
し、緑色の模型材料で森に見えるようにしました。模型は10
月上旬に完成し、学園祭で披露しました。私たちの活動が復
興に少しでも役立って欲しいと願っています。
土木建築工学科４年 濱道 詩織（青森・八戸工大二高）

東日本大震災から２年経ち、八戸市の多賀台団地の集会所
完成をもって、八戸市が計画した災害公営住宅建設がすべて
終了します。私が所属する月舘敏栄研究室では、多賀台団地
をはじめに市内４ヶ所の災害公営住宅に住民が入居したこと
を受け、鳥取大学の浅井秀子准教授と共同で、災害公営住宅
の入居者を対象にアンケート調査（写真）を行いました。目
的は、被災状況と公的支援のあり方を調査し、地域に即した
防災計画に役立てようというものです。
集計結果を見ると、「入居生活で気になること」という質
問には、「今後の生活を考えると不安である」「親しかった近
所の人たちと離れてしまい寂しい」という回答が多く、周囲
の住民や地域との関わりに不安を抱いている住民が多いこと
がわかりました。また、住宅の間取りに関しては、「部屋数
や広さは十分である」「風除室・物置があるのがよい」とい
う回答が多かったのですが、ポスト受けの場所や玄関先が階
段になっていることなど、冬の季節の不安材料を挙げるなど、
支援や住宅に関する課題が明らかになってきました。調査は
集計と分析が終
わった段階です
が、今後八戸地域
の防災計画のお
役に立てるよう、
力を尽くしてい
きたいと思って
います。

大学院工学研究科博士前期課程建築工学専攻
秋山 由衣（青森県出身）

大学院工学研究科博士前期課程土木工学専攻
野添 重晃（青森県出身）

私は、９月７日から12日まで、韓国の済州島で行われた
「ASEM13」（Structural Engineering & Mechanics）とい
う国際会議に参加した。会場となった済州島の国際コンベン
ションセンターは、済州島の中でも観光の名所として有名で、
とても大きく立派な建物だった。
今回会議に参加した研究者は約1000人で、様々な分野に

分かれて研究発表が行われた。私は、「Earthquakes and 
Structures」という大きな分野の中のセッションで、地盤中
の断層が地震によって活動した際に地表面にどのような影

響を及ぼすのかについて発表を行った。
発表は練習通りに行うことができたが、
質疑応答で二人の研究者から質問を受
け、質問内容は理解できたのに言葉につ
まってしまい、周りの方から助けてもら
うという少し苦い経験をした。質疑応答
への準備をもっとしてくればよかった
と後悔した。それでも発表後に感じた達成感は大きく有意義
なものだった。特に研究面では、視野が広がったのを感じて
いる。このような場への参加を後押しして下さった研究室の
先生や後輩達に感謝しつつ、今後も研究に励んで行きたい。

大学院工学研究科博士前期課程土木工学専攻
中村 悠人（青森県出身）

９月９日から３日間、韓国の済州島国際コンベンション
センターで開催された国際会議「ASEM13」（Structural 
Engineering & Mechanics）に参加し、発表を行った。
国際会議ということで講演や発表は英語で行われ、私

にとっては初めての経験だった。会議では、「Hydraulic 
experiment on Kesen-Bridge outfl ow by tsunami」（和文名：
津波による気仙大橋流出に関する水理実験）について、本学
での研究成果を発表した。内容は、東北地方太平洋沖地震で
発生した津波によって被災した橋梁をモデルに、津波がどの

ように橋梁に作用するのか、また、形を
変えることによってどのように結果が
違ってくるのかを水路実験を行い、その
実験結果や考察をまとめたものである。
今回の最大の課題は英会話能力だった
ので、質疑応答で外国の研究者からの質
問に答えられるのか不安だった。発表の
方は、話すスピードが少し遅かったかもしれないが無事終え
ることができた。今度このような機会に恵まれた時には、今
回の経験を糧に語学力を向上させ積極的に話したいと考えて
いる。

国際会議「ASEM13」で研究発表

災害公営住宅アンケート調査津波で流出した「吉田家住宅」の復元模型を製作
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国家検定「2013年度前期技能検定試験」3級
機械保全・機械系保全作業３級（機械情報技術学科）
【４年】大和山勇太（青森・八戸工大一高）小原慎也（岩手・
一戸高）畠舘晃平（青森・八戸工高）【３年】荒那由多（青森・
八戸工大二高）荒沢勇人（青森・八戸工高）岩村和真（青森・
八戸南高）漆真下陽一（岩手・葛巻高）川口凌（青森・八戸工高）
久保田優樹（青森・八戸工大二高）佐々木裕也（岩手・盛岡北高）
嶋守拓真（青森・八戸工大一高）杉浦大樹（北海道・帯広大谷高）
立原拓実（青森・八戸工大一高）中川原史康（青森・十和田工高）
中川原湧登（青森・八戸西高）野呂健太（青森・八戸工大二高）
畠山雄大（岩手・大船渡東高）林慎也（青森・八戸工大一高）
馬嶋聖（岩手・釜石商工高）柗尾英兒（青森・八戸工大一高）
吉田修（北海道・富良野高）吉田耕介（秋田・角館高）【２年】
天内薪（青森・木造高）佐々木大介（青森・六戸高）島脇大知（青
森・八戸北高）【１年】井澤芳樹（山形・山形明正高）松坂裕人（青
森・八戸東高）

 日本語検定
（２級）浪岡紘豊（感性デザイン学科４年／青森・八戸工大
一高）（３級）福田若菜（電気電子システム学科３年／青森・
東奥学園高）蛯子大成（電気電子システム学科２年／青森・
田名部高）齋藤師（電気電子システム学科１年／青森・青森
東高）白戸南緒子（バイオ環境工学科２年／青森・三本木農高）
伊藤大地（土木建築工学科２年／岩手・花巻南高）千葉明日
香（感性デザイン学科２年／青森・三沢高）（準３級）武美里（電
気電子システム学科３年／青森・青森工高）葛西康世（土木
建築工学科２年／青森・弘前工高）田口健太郎（土木建築工
学科２年／秋田・十和田高）山中裕也（土木建築工学科２年
／青森・青森工高）森岡なるみ（感性デザイン学科３年／青
森・八戸工大二高）宇野春香（感性デザイン学科２年／青森・
八戸東高）根岸莉紗子（感性デザイン学科２年／青森・八戸
工大二高）畑中舞（感性デザイン学科２年／青森・八戸東高）
 漢 字 検 定
（２級）三浦慶乃（バイオ環境工学科３年／青森・三沢高）
山田拳輔（バイオ環境工学科２年／青森・田名部高）根岸莉
紗子（感性デザイン学科２年／青森・八戸工大二高）
（準２級）小澤崇（機械情報技術学科年３年／秋田・大館鳳
鳴高）工藤大聖（機械情報技術学科３年／青森・弘前工高）
中村智子（バイオ環境工学科３年／青森・八戸工大二高）齋
藤師（電気電子システム学科１年／青森・青森東高）

国語系資格試験合格者

【合格者】感性デザイン学科：五十嵐七果（２年／青森・鯵ヶ
沢高）宇野春香（２年／青森・八戸東）畑中舞（２年／青森・
八戸東高）姉帯愛莉（１年／岩手・福岡高）蛯名佑惟（１年
／青森・八戸工大一高）田澤葉名子（１年／青森・大湊高）
千葉智美（１年／秋田・秋田明徳館高）野添実咲（１年／青森・
八戸南高）深川馨（１年／青森・八戸工大一高）前田奈 （々１
年／青森・木造高）前田梨沙（１年／青森・八戸南高）我妻
しのぶ（１年／青森・むつ工高）和田早紀子（１年／青森・
八戸工大一高）土木建築工学科：菊地麻美（３年／青森・弘
前学院聖愛高）

第17回２級リビングスタイリスト資格試験
平成25年度

５月24日、電気電子システム学科の
佐々木崇徳講師が、「青森県工業技術教
育振興会賞」を受賞した。
表彰を行った㈶青森県工業技術教育

振興会は昭和62年に八戸工業大学内に
設立され、工業技術に関する研究及び高
等教育の振興に貢献することを目的に
様々な事業を実施している。平成24年度に制定されたこの賞
は、工業技術の分野で貢献または活躍が期待される若手の優
秀な研究者、教育者、技術者を表彰するもので、佐々木講師
が初の受賞者２名の一人に選ばれた。
受賞の対象となった佐々木講師の研究テーマは、「衛星リ
モートセンシング技術による新しい環境解析法の開発」。

「青森県工業技術教育振興会賞」受賞
佐々木崇徳講師
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クール エントリーカード受付期間 面 談 日

第2クール 平成25年11月18日（月）
～11月27日（水）平成25年12月７日（土）

第3クール 平成26年２月３日（月）
～２月12日（水）平成26年２月21日（金）

第4クール 平成26年３月３日（月）
～３月11日（火）平成26年３月18日（火）

入 試 区 分 願 書 受 付 期 間 試 験 日

指定校推薦入試 平成25年11月１日（金）
～11月６日（水）平成25年11月16日（土）

公募制推薦入試
（国公立大併願可）

前期 平成25年11月１日（金）
～11月６日（水）平成25年11月16日（土）

後期 平成25年12月２日（月）
～12月16日（月）平成25年12月25日（水）

専門高校入試※ 平成26年１月６日（月）
～１月22日（水）平成26年２月４日（火）

一般入試
前期※ 平成26年１月６日（月）

～１月22日（水）平成26年２月４日（火）

後期 平成26年３月３日（月）
～３月11日（火）平成26年３月19日（水）

センター利用入試

前期※ 平成26年１月６日（月）
～１月31日（金）平成26年１月18日（土）・

19日（日）の大学入試セ
ンター試験
（本学の個別試験は課さ
ない）

中期 平成26年２月３日（月）
～２月21日（金）

後期 平成26年３月３日（月）
～３月14日（金）

※学業特待生選考試験を兼ねる
問合せ先（入試部入試課） Tel：0178-25-8000（直通）

平成26年度入試日程
工学部・感性デザイン学部

16（土） 指定校推薦入試・公募制推薦入試前期
23（土） 彩才祭（文化会主催） ～24日（日）

７（土） ＡＯ入試
12（木） 第３回学生と企業との就職懇談会 ～13日（金）
21（土） 冬季休業開始
25（水） 公募制推薦入試後期

９（木） 冬季休業終了
18（土） 大学入試センター試験 ～19日（日）
21（火）  後期定期試験 ～28日（火）
27（月）  編入 ･転入学試験(一般後期)
28（火）  後期授業終了

行事予定  11月～１月

11月

１月

12月


















